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参考 

○ 基準を超過した特定有害物質について 

・鉛及びその化合物 

化合物によって毒性は異なりますが、高濃度の鉛による中毒の症状としては、 

食欲不振、貧血、尿量減少、腕や足の筋肉の虚弱などがあります。 

体内に取り込まれた鉛は血中などに分布したあと、９０％以上が骨に沈着し 

ます。主に尿に含まれて排泄されますが、体内の濃度が半分になるには約５年 

かかり、長く体内に残ります。 

（参考：環境省水・大気環境局「土壌汚染に関するリスクコミュニケーショ

ンガイドライン」） 
 

○  県民の生活環境の保全等に関する条例（平成 15 年愛知県条例第７号）（抄） 

  （汚染の拡散防止のための措置等） 
第40条 土壌汚染等調査を行った特定有害物質等取扱事業者又は第39条第４項

若しくは前条第２項の土壌汚染等調査を行った土地の所有者等は、当該土壌汚

染等調査の結果、当該土壌汚染等調査に係る土地の土壌又は当該土地にある地

下水の特定有害物質による汚染状態が土壌汚染等対策基準に適合しないこと

が明らかになったときは、直ちに、土壌汚染等対策指針に従い、当該土壌又は

地下水の特定有害物質による汚染の拡散防止のための応急の措置を講ずると

ともに、速やかに、当該汚染の状況及び講じた応急の措置の内容その他規則で

定める事項を知事に届け出なければならない。 
 

 第２～７項（略） 
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○ 土壌汚染等対策基準について 
１ 土壌溶出量基準 

汚染土壌から特定有害物質が地下水に溶出し、その地下水を飲用すること

による健康影響を考慮して設定されました。 
２ 土壌含有量基準 

汚染土壌を直接摂取することによる健康影響を考慮して設定されました。 
 
表 土壌汚染等対策基準（条例施行規則第 37 条） 

特定有害物質の名称  土壌溶出量基準
（mg/L）  

土壌含有量基準  
（mg/kg）  

地下水基準
（mg/L）  

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
） 

第
一
種
特
定
有
害
物
質 

クロロエチレン  0.002 以下  － 0.002 以下  

四塩化炭素  0.002 以下  － 0.002 以下  

1,2－ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004 以下  － 0.004 以下  

1,1－ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1 以下  － 0.1 以下  

ｼｽ－1,2－ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04 以下  － 0.04 以下  

1,3－ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002 以下  － 0.002 以下  

ジクロロメタン  0.02 以下  － 0.02 以下  

テトラクロロエチレン  0.01 以下  － 0.01 以下  

1,1,1－ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1 以下  － 1 以下  

1,1,2－ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006 以下  － 0.006 以下  

トリクロロエチレン  0.03 以下  － 0.03 以下  

ベンゼン  0.01 以下  － 0.01 以下  

（
重
金
属
等
） 

第
二
種
特
定
有
害
物
質 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物  0.01 以下  150 以下  0.01 以下  

六価クロム化合物  0.05 以下  250 以下  0.05 以下  

シアン化合物  検出されないこと 50 以下 (遊離ｼｱﾝとして ) 検出されないこと

水銀及びその化合物  水銀が 0.0005 以下、かつアル

キル水銀が検出されないこと
15 以下  水銀が 0.0005 以下、かつアル

キル水銀が検出されないこと

セレン及びその化合物  0.01 以下  150 以下  0.01 以下  

鉛及びその化合物  0.01 以下  150 以下  0.01 以下  

砒素及びその化合物  0.01 以下  150 以下  0.01 以下  

ふっ素及びその化合物  0.8 以下  4,000 以下  0.8 以下  

ほう素及びその化合物  1 以下  4,000 以下  1 以下  

（
農
薬
等
） 

第
三
種
特
定
有
害
物
質

シマジン  0.003 以下  － 0.003 以下  

チウラム  0.006 以下  － 0.006 以下  

チオベンカルブ  0.02 以下  － 0.02 以下  

ＰＣＢ  検出されないこと － 検出されないこと

有機りん化合物  検出されないこと － 検出されないこと

注：土壌ガスについては、検出された場合に土壌溶出量を調べ、土壌溶出量基準の適
否を確認することになっており、基準値は設定されていません。 


